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本論文は、面接という対人評価の手段が、実際に就職面接において、どのように使われ

ているかに焦点をあて、面接における評価内容を理解するための新たな概念的枠組みを検

証したものである。欧米におけるこれまでの研究は、面接評価の結果が入社後の職務遂行

度を予測できることを示しているが、実際に面接によって何が評価されているかについて

は十分な研究がなされてこなかった。そこで、本論文では、実際に何が評価されているの

かを明らかにするための理論的な枠組みを提案し、それを日本企業における新卒採用面接

において得られたデータにもとづいて検証している。実証研究においては、(1)面接者によ

る人物特徴の評価を、その人物特徴に関連する客観的な指標によって確認する外的基準ア

プローチと、(2)面接者自身がどのような内容を評価していると考えるかという主観的基準

アプローチの二つを用いている。 
 本研究では、面接の最終評価が、「職務との適合」、「組織との適合」、「面接場面での一般

的な対人評価」の三要素によって影響を受けている、という新たな理論モデルを、これま

での欧米における研究および日本の企業文化についての詳細な考察にもとづき提案してい

る。そして、この三つの要素が、モデルの予測通りに最終評価に影響しているかどうかを、

最先端の統計的手法を用いて検討している。まず、研究 1 と 2 で、「面接場面での一般的な

対人評価」について検討した。その結果、様々な採用面接で共通の人物特徴が評価される

ことが明らかになったが、能力よりも性格特性の点で、外向性や情緒安定性の高い被面接

者の評価が高くなるという興味深い結果が得られた。次に、研究 3 と 4 では、「組織との適

合評価」と面接評価との関連を検討した結果、やはり面接評価において組織と被面接者と

の適合度についての評価が行われていることが明らかになった。そして、研究 5、6、7 で

は、「職務との適合」と採用面接評価との関係を検討し、職種別採用を行わない日本の新卒

採用面接においても、面接評価の際に職務遂行における成功度を予測しようとするために

職務との適合評価につながることを示している。さらに、新たな興味深い知見として、温

かい人物であるとみなされると、より組織に適合していると評価されやすいことも示され

た。また、職務との適合評価において、日本では職種別の採用でないためにこれまでの働

きぶりについて尋ねることはできないが、それでも将来の仕事のできを予測できる、とい

う重要な知見も得られている。 
 以上、本論文は採用面接に関する新たな知見を提供しており、日本における採用面接

研究の進歩に大きな貢献をするものである。とくに、日本の大企業における実際の採用面

接のデータを用いているために、現実場面への応用可能性の高い知見が得られていること

が特筆に値する。よって、本審査委員会は本論文が博士(社会心理学)の学位に値するものと

判断する。 


